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1.はLSめに

rL'すら とrjihげや∠,臥 頼伸 しも 場面で虎 わ血 を二･t ザ 争い

ず.七 とL は.｢女っぽなht鳩 の下に池ナー(､､る･.A(観 小僧 ･,野師

も希l滴量L介) では-r小か る｣とrdげや<jt_･盲いすIもられ るt-_1)
ちうれ IJEこi宅えT-_としても､その貴幸サ ら牽ける印象抜

廿な り垂加 ちと患う｡ ここで は/ い jt･"?止 竹 畔や <｣･の周 忌の

遭い乞9日ら打に 寸もこと も即曝 lこ養喪を拭 31..･も･rl_･とlニ月 毛;
r･かげる.ガザやくJJ耳 .印 類藷亀私 では,拍 終現象･?.:.501私コ･

に甥革まれていち｡.こ.の命鱒 のヰには ､他 にr75LBJめ <･言｢ひ ら
めく｣という藷 も含ま丸ていも｡.まT:-～,. =れ らe)蘇-tiも嶺 のヰ

･1Tも硯 諦 ]=せ かれ て､､も.従 っ て,ryガ も'･.グ･がや {･/とと卓

に_ 屯 の比 韓 と して..(きらめ くi,r:U ぅ的<J.r_を.El･芝向 JT.る こ

と1=うち｡ ■ 't

2.も吟も･dがやく'の主体

2.1一重池体

(J) 舟鴫が ひ ける｡

(ヱ) 太 織 が ガザ や(｡

く3) 日 の丸 げ明るく ひ叶も.

(ヰ) 日 の 光 一が鯛も( 廿がせ く .

W ネ オ ンが ひサ 為 . .
(i) ネ オ ンザ●.ガザや ( ｡

i
●-

rL叫 も ･ゼザせく,の主催 には､白与虹も兎して､､李羅光体

が 考え られ る.くJ･)P)は白市均 に布け る亀 勅恕-e･･あ り､'F'｣甚･

電なども固執 二考冬 毛 ｡ F̀'･En･J言 人 工'='作 られ た発舷件 tL･､ I.._rl

146･･



の魂合 さ,他I二,亀崎 ･戊 の うイ ト.巾 ナ 弓のつ う.,J シ,.nl
ヒ榔 ある. ま た, (ち).(1)のSうに帝払体 ヒいう尭う魚すら盆 1れ

る丸.･tのbの む主体 ヒな あと再 i JtgL､.

2.2.反射路

'Z) 滋 が キ ろキ う YJ日(二 か 勺'為｡

Q) 海 鮮キうlキうt_白 に 1T岬々 こ.

(}) ,汗 や かす る.

仏) 三千小 耳 勺Yや 乙｡･

rth吋 も ･イ サ ヤ く｣のi体 ヒLて , 登れ体･か らdl池 も反射 し

てい るものむ秀 L も ニlLか Jで 至る｡(1),Li)の磯谷は.｢Elに｣と.し､

うニヒか ら､丸 亀 の克 乞え射 して ､'るこ し句竹 1'.I,る'L/､(ち).LAj
でLg.外 ･Z:･ユ省一I.)I,Jti･モ してし､も埼替tLみれ･.,3､,t縄 の弘

も反射 lてし､もの で あろうし . 嚢内7i･の 専勧 :L 31れ 伯.一 色こ
の鱒9日港 長 の鹿毛耳的 lて し､もヒJ'Jlち九 も, し,灯し. 撒 痕に

反的tL患歯申 しなし､こし小身 -し-. 守,;_I,. ニ'37･のJうrd場 合b角
iら'･れも｡ ′

(5)･泉の容か ひ1】､る 一

cc) 乱の*･ヤヾ 申 )､'や く｡

･･(i) 蕗 小 心 す る｡

くe) 亀が 廿i)Yやこ.

･･S),a)i･･摘,I ･摘 嵐寄るここ か 魚 L'. . 描)laL 鳴肇-･綿 母rd=むの

払,(A)でL-i.頼 し弓も食めb･･,t.広く射もの弘'drt,;-JQt･壁:i L-
う重職も醒射 てし･ももの IL危う. この鳴禽 b池の反射 の 'EJ＼

i,つ . t,秀i,られ為やあろう｡ (-句.Cs)に7掛 .,/Lも同線rd'こ じ小
宅Lq.うやあ鳥.

3.rひガる ･叶 姉 やくJの鋸 まじも庫 の絶境

3.1湖 の'娼嵐

rかtl･ち･1T,QY･･巧,く⊥Cj主.体 が払tL副 書1:A.柳粂朝･あ もLtlと, 鬼
′
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の強鍋 ･飽 1なtT.亀の鰻産乞31てし,(仏書がある｡

くt) 鼻か ら･1日寺たるが てトす る.

(1)メ 尊か ら1･･ほ た る小 かがや く.

o)･産地 ･t･かじ倍音か ひ かっも｡

伸 夫基地 でẐ こi=/･'ま七､･勺､僻や いち.

招臣も ･,t̂ じPJ'ま ･ろう 吃乙dl妃ri't:丸 o)を 恥lJL.､ものの

塊金は∴｢すが やこ,13号i,I:Jい｡ この ニel(3､(ぽ んや')ヒか す

a J,,rlこd･;くひゼ 右. が名 ん 為のt三朝 レtrか都やくIJa･仔岸色軒.

'tあ.るこじijhちi'号Lもことで ある.

6) 葡JS:のム岬 か す る｡

<号) 草食 の山林 甘伸や (｡

叩 丸亀榔ぞうずう か甘る.

(%) 丸 亀が苧うギう ゼ卿やく｡

乱 の食仰卑 し･.乳 癌 の鳴釦ニlさ.rひ巾､8,も年 榔ヰ くJi･婦噂

付く像 L る.F療養葛餅亀 の｢乱 の境目 に ､r巾､壷 や 5,J即ある伸
也ニe･ta ,r叶岬や 空cSやや 憩い伯 や rd-鵜･t･あ る｡ 亀 石 の 廿 -hY
々告l舌宅石のひ-tl､リきりも､もつヒ強いあ 5Ltやせ1:3威し･･･Z,あ
る｡J.とある･

ま色.丸.の髄.エビっLl竹3.rひ勺'る･吋やせくJSリも̀為し
し､噴徽 tL庁､耳の将､Tか らめく｣である｡

(q) 嘘単頚t･破裂して 的池畔 TUちめく｡

Lp)爆弾水線致して関配が ひゼる.
(ll) 低 額竹城軌 て 田丸僻 かJqYや(.

とれむ膏 Lもわけで革る外 患古池o)像 +JE感 (･･づJt鳥の

は け らめくJである｡威 t,虚乞酎 ･1華あいl与ニt,la.也
介をも･脅し･とし､うこじ･t･腐る｡つ香 り､｢か らC1(,I舌.蒔く嵐

い私ヒし､う糾約 が -承る のrZ=･1才巧い仇

ユの羊う鴎 の租反毛考 Lて3,為 と､旬 仰や く｣は甘なり後

い息の喝各 に偉われ るの仰 盛月 {,.rt,するJtl/_･･<弱い牡すら.

杵?



Tく硬 い喪までけな 7)liい費 用領虎 も蒋っ ごとが令サ る.rて人
す るJは､ 鮭も感 Litミせれ Jg噂 iもので ある.

r小甘 る ･す が や く,の研,.a 瓜 丸 の縫 付 的 な 蔓 の 蘭砿 のみ -LtI

盲i,も の ではTJ.-く､ 府画 の蒔 きとの蘭確 もある｡

8L) 訂っ暗闇の 申 7} ろ う乞くの i しい 丸が 1̂ サる.

く13) まっ 鳴 堺 の中之､･ううキLの乞い ､鬼が す が や < .

(F4=) 噂 ､.攻 厨で夜 鬼女ヤV: かけ も｡

(Iの 痛 い 頚 膚 で 夜･乾 竜 が すが やくi

この よ うにー あ T=llが まっ 頑 で あれ ば . うう モLの弱々 し

い池で 古瓦 虹 虫 のような･卜亡rS丸 で も､ 居 組 す ら瞭 立っ て 見

える噂 は､rd 岬や(.でも不 白銀 I='J言な らT=j:い.絶 対的 な丸 め

葛はlITL とも周 囲の拭 闇 1=よっ て は岬 もい叱 とな 1)う ち ｡ 恕
d,号･亀 の艶 さな どに よ を 帝 諺 rま､ 頑固 Q,根 能 と の 海 瀬 的 な

師友も条件 t..する.

3.2一犯の塵墳

Ll> 毎の'ライトが ひでも｡

(1) 亀 の 弓 イ ト伊 か･が や <一

ヒ､ち ら古 書 えろわ けで あう 骨,｢ひ耳もJJ膏.+F,一息の光,

あ 731､特産紋 のような -一直線 ,'7鬼･Ti真数 -3･せ'<..の1-㌦盲な tI七1

つ まり､rづ∴軒 や/_｣1･iI)もr伊 予を.i,･n'hザ､ 巨サー古体 互のもd)に

向 けられ モ二 ､,･･了巨 = Y_ザ 7･}1,.･ザ ･t･い '..ニ Z.I_7r'P㌔･,

(.5)メ f'盛.iiが ひ 7,㌦ ;･･,.

(I.～ ･?塩1･Tが ･iJ･ -i･､､･ノぺー-･

('ら) lJl.T(.ガ て"IIjij)

(･,)7､人花 が 叶が lLJと `
1

･'?堰 けの よう.･･/面的 ･廃蘭 的 1･E堵 令は､旬＼-I)YやくJIT)カサ過

当 と 考 えられ る. lLt花 の よ うに - 良〃湖 は 了 ひけ加 が,31さ th

L<ないた-"うう坑 まt.めて -み ちと,Tひ ブナ もJは. 配線 ′一 息

の虹 と い った も の , ま た は, そ の扉師 こ赦 す も古の , r:ガがや′

l叫



くJf3･ 良鞄由 r-わ たる面 的一r摘 , 紬 空･.学殖 的r一機する
卓のr_吃れせれ増徴的 r_色のれ 恥 じし､うこ じにfJ名｡

3.3.嫡る亡

これは弘の亀にtJ蘭隼i'ぁ声･qころE=S机 r巾舟 や<'Jの為朝

主値の増感ませ細 る三 や盛んt.tL､ろ3'ぅq･･あるこ
''giI/ところにあゼリiEヒむしも崎 ､

q) あ ゼ リ仰 か する｡
●●ヽ

(i) あガ リが .耳坤 や乙｡

(･三)の事が 囲針E･絹ろく Itてし.るol うri-ニュ.アン,J･早年 し､で
あ7'与 れ 二°のニ(/I-3す･fl･に逓 it･.-i.三七 二LY,'禁色車或る｡..+-1.
簡 a乞喝ろく一･,f･･bJh うニyJ指 ､ 漁猟 乱の笹亀 嘩 添 う名∴
ところ7:蕃 リ､ 才色.奄画も竜盈司るぜどうゼrjL,一合静に蜜と

･･･'-で空7.･･ある与 :,の=jy_ゼ L.)発意,ちと.旬､ィドヤこ,の斉 か rd摘 霊.二J
乞薯紘一するこItl小網白rJTd-ち,r･ひガもJ甘鳩 ･it轟 に毒味か 和己
乞衣的る8-)に1-1し.1万 駆.早(,t･ui繍句の･細る二三に亀嫁の 車 ;ta乞

･-ff･.,l･･用 碩 紬 ･).{番7ar-,臥 r議場 て絹ろく司 る.jヒいう.惑U e,乾し､
.･:･T')･.:二･･折 も.

3.i.L克.Lti恥 の.i体 '･･1滝 肇

｢か･fTも .･汀 叶や亡.i!71主絡 rJ臥 軋:･rI了 ･-.j･尉 車種あか ナtl､蝕

I.I.17.ト:I::i_断 言tt=つ′ご訊ろう iJ .,

〔;) 女っぽ rd･･が か耳も
ぐヱ,'こく -Jヒ,ぽ 7:df,恥 ′出 汁や亡 .

く3;･ 三孝縦i'丁{:雪,)まれ '/L -C,･･守るI

(:tj六三郎餌 .汁-すりI-:T,孔′乙 ,rT万け ･t/i.,

･,i.) 食塊 十;･ヾ ･-ひ守る.

･1.i.)?′恕竜･i-j'･;ザ･肝やく.

･Jj,:_ .,:-:5,{3-I(I.骨 )三･;:lJ=･':･'f･路 a覚パ･LL,三枚 っ十月 一t畔 ..rtJ,J,I.?_･･
I_ .___.ヽ I_..__I.1.___lJ.t{)..■--. .ll

守 ･,巨.I:blく l･.右硬 い 1-I,く い, しィTL､(;i;'iL･､:kJげ rJ E=,･･･卜･･IJ浸 i:

蚤 ?II.弓､･.!.如 I.'7'･liiI;･,'-iノ･B, ･SE､I:封 ･:,1,.;･'7rJ雪い･ろ･.乞軒肇:-=
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Lrと埼 各 に は 4.の鼻眼 乞竃て い も大仰 tirうげっ r=･).狛 ･Jin

, た りしたニtlに rS･'J77しまう｡ このように秀もて みると･

7kっ 130なや す り乏れ''畠!,-uT一昭 ヒし､うのi召､｢サ印や 乙,にふさわ し

くはし､もの と竜LrJ.し､で吊ろう仇 ◆射れ坪､叫 のよう rJ膏(/

方乞秀-Lるときに触軌二･艶智するので,･Prd･い早亘 ･-1机

rJll叫や く｣'.･B.碑名 ,.n蚤嫁でも､r,-t巧吾･'ふ ,.r亀しこ . ,rL･irJや

れ =りrまばゆ{:rJ等の亀●外 方も占用 守 L日射 lって し､る･り､の招 に

謁範71･.i,Lて L･る｡rTjjでも ,却常塊 茎T.･fのi二対 して､rザ柵やくJia′
集的,TJIPtt工,ろ雄鋸IaL=,;.,Lt.,:.帰 一ふ :･TiU-'右 つ1㌢壊,a ,f･･B.5い

r 三,i.i.･･I.らBi･,･JU斬瑠 乞うしたケ?_I･あ る ,-J'与iT.･J-ヾ-=互ム/.,ゝ --
･:JT) 寝ろjLl､i'･･(JL･Uも,I

1%) 脅,6 ･;･つ､!: ･fr･!1ヾやこ､､

4.rひらめく,.r･･三i=,Ii･/)･二 王.･･}'}1.二乾
4･･i.r-rj"'う裾 二外包症 鯖 鶴 と･,{'･::′吊 も ･ザ 隼 や ここ｣

･:') rJ'･'.3'一軍･'書Ti､: てノ＼づ =つこ .･

(a) 力 ト ー1-ラ,,7ト リ=十 , シ =･i +J< -fll＼,.I-H･〆}こ,

(3);(蔓 草 -.I,I,＼ ･･･?iTV 二与

:iiiJ -･･:r･, I,:. '',王 :;･､' '･-rl＼ l･=:L･.;,･ト ー,

一･(巧 .i>Li(._I.鳥､鵡?離て甘 ..lt.･;-.I::I;･しぺ 絶 十)孔る･J:,17=･者･LJ,二二嬉
.､･,A)UJk]3..･T'1番∴射 た中頭 喫 ,J,r軌 :盛過払 定 畑 /ii:'hi-･2/･･缶.････L,y.･- ~1

i?甘.:･-3lh-.lSf鵠rJ;11=甘受i.:;･.･,工.･･:;･蔓rJl.htJ巨 .I…二現 数 fi.{:A-LJ., UrJ∵与才
つ:;,･･ノミノ ‥1.i･,.3､失言.li.i.,:.:;,描.tか上 二番/.?I･･':･･'_,,も･,j7･て･窮 ij. 丁/Iノブの刃一′
ら.f鞠矧鉦 二t,･fi,･F_･;-.13,･･:i.:～:_和 ･/か ら 和{二･鮒 抽 ･.[1-もっ 他動緬{!/､■̀1

ぢ･y7万㌧す∴ 寝､I'7.I<=.･,,･､弓.貧.ボ･?.lJL･t.､:;綾･.､:73骨ぐ蕎/:-,育(～ ′7/･:㌔

f･}周 縁 ･･.,･告ぎ":'･j∴ 亨.i--.､擁針:I,fJ;.I-.象｡･iT･_ll{'･,乱 ).･･巨7:}言 港ヌー･-3
れ五

･11-' 草.I:･.:fi'頚 .∵沖 ∴,i:･!:･･:A.号:L fパ' r･l一･･うわ ･･二,
(.･1=･3 7 I.fL'揉 ･fT't ･L,;･i･:I.i･･･巨 :;i fN魚 J巳 , ,
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(6)13盲･i･るじ したら､何食を愛唱る準集叫 雪… ･こヒii･盲

うgl,i.̀あろう｡
海 亀萄帝墳dl二は､r示うめとlさ･. き らめ乙t主部 して､ 北の

虻態す ういうtl鹿 く額 く如 く蕗Uで弘,zi･いん 捗･いTJか小 )aN.
連理的 で- 音色､裾 が ひ らめく め､JうrT･ひ らひら勧こ, み

る仰i,ろここe'功･らわ巧｣ヒ哉る.

この鳴敵 性 い ､う蕎 確 哨観は ､rOする●･すげや tJに就 いて
とうrtl'ろう｡

(ro 巾*うのつ う･} シュが ば っと て人ゼる｡

-LS) J]f･う のつう･･J;/ユjl･･ぽっこ か すCせく｡
C1) 百仰一 晩 中 かヤる｡
(10) 月耕一8紳 廿叫やこ.

仁かゼる･.勺知や くJtか 瞬間の弘･t･･む経線他 の萌る丸1･･jo偉
ん乾う･Z:･薪あげ. t:lうJZl･9)ろう･イ托

4l.2.r生らめと｣の喬o知将(鞄ヒrTか勺､ゐ･甘伸やく｣

(() 朝日林 5･LSめ く ｡
(a) 亀イド diちめ く｡

(3) ネオンイド そらU)こ｡

(4･)x日岬 き らめく｡

(5)ぺい7才rg''ま骨 ● そ らめこ

｢王らめ と,i･1.拝観 鼓畿昏亀 r=よれ ば､rひ らめくにに廃 して.

二j緩急的rL･_･5,lJ､ また､告らLJb空揚､程の収のSうに乏ら-;:iち

と趣∴､鞘童の櫨に敬三のす㌦hるもの｣ ヒト､う二ヒで 承る｡ま
TTl 解宕･n意味 La.r己_LAiSll:i!h'･,I)韓llJE'針 l潤絢中解奥』
rig.15E･iL略 /A'7NL､る,竜か :J':.JL&r･監一三台,めくは増尾書き.『白木
国語 大鹿凝 d ヒrd--'てい,Z..このr･3.弓王らJヒし､う比の慈イヒが

条件じ紬 れ る｡丸の強ま(,揉 化 ヒし､うヒころに主眼空 銅
flめ､反年鱗 によくr-3LSC)くJ仰縫える｡

(6) 索i卜.象のひ 乞亀けて きらめ く ｡

!ち1



(7) 17うス仰 叙-E良師 して 望 ちめと.

この句 らU)と,57轟 味 璃徽 乞､｢かゼ卑 L ･打 砕板 Jr:･_あ し､てみる一
緒) 亀一ilY夜毎 L= 空ら爺<｡

cqI 息ilk･夜撃j･=･ かする,

弼 象耕夜毎 に す げやく,

CJll 魚/<7ヒ 空 うめ と ものjlt'窮･7た勺

こi･LJl 魚.･,1ヒ かぜち fJ,幻 が あ フ 巳..

･'U･3:! 卓代 ;.I_ ガ ,･け.tや ･1. t_.･E.M で.t･あっ色｡

r% ちめ と ｡U･)牽強 璃･触 i-3､i-iT･甲 や <,iJ;こう 打 棒 われもJうr-
う.. このこじ招 . -1Jt万石JrlJTも櫛 がL=,I,?.･L.:･L･乾 の むの′つ凄 i).･

一 点の東･;･-,1'畑 =軍 ･乞衝 け:Elユ,,:/ヒ溜轟 呼量 ;]社 }?･を ある .

5.線･藍5J･7軍歌

卑官公益へ 互,-.--1た ここと 苑.i/息･17度 -a.(･･:J､労 る ･ ガ がやと..

の',鮎 塩的 .T,5校かil.事 t･T/ つし.て斉毎日Lみ d=うt{-急う｡

(･Lj 芦や ,LAゼ 右., (房も ･(,"/ら一色も｡)

(?･jL S甲 骨 .畔やく.,(:Elt 申 t;1:やせi,)

指 鴫烏 .増し'･,JI･,･に -(.･､寸も 弓で匁 モ ,I..LJつあるt.

雄 大徴 に日 射 等;Yヒ. 耳雄 ･･P く 呂/if･私 宅-jlつ め る.

(E3八巻･.7Jf.!-i弟や Jl･̂･勺､為,

くさ〕 亀yut:I(:･.--預･･;I:I-I A.け水や乙｡
(.2フカ 鳴･/～,汝.･才･亀-t,<･単為.,i･{_こte'･-持 主し'こじや -5..!J L',-_れ草薮

璃 iニ出て･いる二三ま･r,/'基い. ii.才ug.描 (･7鳴禽EJt銅泉で 串る l

旬yll･:やぐ Jは .:この,:Fう に ;i.にヒフ一拍手打.･1.･･こJIc l{-;･;Li(/･-)髄 ･･

に &/::･み 酢.モられる(I;I-'･･::･･勘 工 'J.L･;I.:.i･f･･')に .璃 日 ･7 ,舌痛7''t+'tt二･
･･1,.}1･･.vjL-.,･生れ･:･･.-1射 して.r･CA･tlる J i3-年取甘場合i-=再摂 ･･.I･

i'tの打･う,T,.[･t･rgr告に.FJ..I;緑 ./･j:,ニヒ骨欄 ろ .･ド-Li･灯る焔 ,虹やヰ豆 L
に簡守るtL,.･,J'乞感じ･エ尤も等'S:伸 銅 LI･13･. 耳 fJ リ 白.由に魚･fJ

で

南



右と盲,てい .い , (I)で 蜂､r象の日加か付和 しい,忘 Sう iこ､

み ばあ､ つ盲 リ, 満 ちも 07に牝も 軌 ､甘 言も廿の Sうci痛 い

盲7,･訴iJIb)a)iう lこ､増 しaIb･哉うう甲 良可可ら廿の牝も
轟 けゴせ れ d 削 ､与れ 匂 ようで あ る. -.肴･1号 併せ とJ仔､飼

如 二相 もこも 軌 呼号璃包t･し､ラ制 約軸 心.も｡ そ して､･せ JJL

に?ラス して､ 蚤的 魚砕石満 ち鰻客演 転3:舶 t純 らtSい｡
屯の3うな ニ t,色､丁か伊 や乙J(=如 ､-Lぼ卓んみ..

吹1六埠こ き併 1人廿呑 ｡

短〕咋与 き岬 や餅やtO･
㈹六甲の凄薬 指 Ht,甘ってい75L,
切 取 Q)貴序挿 す甲やい1 い ち p

cs);uo)恥 これ食らの申賂 三にあかれF｡J東常 ,つ ま.リ､明 る

く驚 うユ･ホモ寺蔦も赤して いみ｡咽 るvi-CL南軌 独 得､す､vv

＼､ラ点で 甘栗g13う碍ニt_も音･i与れ る,
的 肇 七t才 q･軒やL ぼ け リr-乳しいo

芋を .呼 の よ ?.q 野 t言･｢ふ甘みJtEL曙 う｡

031 格 云路線僻 .かオ‰
亡母,Ti級 の殖産 梯 貯水やL｡

こ巾 才経が て♪げろ,
(ir)/Vt才経 ず すげやt..I

ン机 らの璃 S,訊b･一群 gl中でひ乙つQ'番の鮮廃 せて いを

ニt,各巻 うゲ これ 臥rかせもJr:=熊い て'd'31嘗 -Lちの仔. 人の

9凧 浩曙.才終 い､一七一か こ蘇 rT'ら九 ､ 牡の挿1観卑喝,5
i-iろい ､うdQリむ しろ､yL･の破患庫 に濁 しTLtJの 白棒イ略

号虫 て い ち(̂Jめであ ろうせ

こは)A級dl祭埼 l才哲上に -1 しせ んL L岬 ,て いも｡

(叩)俄 ol蛍縛 将･乳上巳ミんや んF: 甘鯛 l､ている｡

(r73x療苑盆で僚覇巾 鎗軌 こ かするp ･

(tq)帝:砲金甘ノ線鋸の帝軌 乙 や肺や乙｡
'j I

lF串



こ れ 仔 ･al)-L汚JldT璃 禽Y,雛 して い ろ3う に乳 A,奄p L辞

し､牽尊 は､蘭鑑 の恥#･や く.cl轟壕触 発轟すれば､叶 仰
々しl七倍うO-がふ 乞 小 しいL盲ん呑 c i:｡tli,G､05)で持､渠
線描丸亀乳 下ろ しい う J Uも､ 匪 史上に絹 も こ ち 札 博 すtJ呑

もうれもうrJC?′どある｡

一 報t二･71TEetyトライ.トもあ 7vT:/Jようlニ7/-YJつvl 告 の にえ.

ポ 私 ､T51才うLi革簡7T･乾かが 務かぴあ飾 り､視線 併せこ に
壕言を しいフ巳 ような矧 こ 持 ､rか甘みJ一明もわれ ､沼紹e け己､

蛋.しこtJb の 魯音の･IJOhっT=,XJ71第か血 r=荷担も喝 ふく苛も

占う指,現俸の埼r一挿 ､｢什骨や CJ硝 邑Lhわらの7:絹 臥 ､i3Je

多 発丸和 ･･

転永由嶺布鞄軒 .%詞,n 竜常 宿-:･5.01安正 的碍鮎
/9ワZ,膏薬虫軌

#･走商事帝喝稗 田,lnl噸津牽鮎 /ラ6di･ 唐草ぬ臥
鰍 ii欝琴 ･暦象盈泉 簡易霧瀕鮎 /cr,7牛 乳蘇鹿
廟~村 政縞 笹病毒諺 /?占9 磨兎曹嬉
野麓溶払 ･'rp田頒一線 鞠 IIj蕃津 中碑塵功

1973､旬再審藤

野自愛亀海舟韓勉 簡六･･%･瑞も嵐 /iワ占 ′Jt埠噂

登時経歴:['9含iJ年銅 尊香西蕗厚木や鮎 頑R･･く二義も｡

購
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